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明治大学 小田切 徳美

ふるさとづくり有識者会議

地域づくりの実態と論点
－農山村を中心にして－
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１．地域の実態－農山村で進行する空洞化

■三つの空洞化（中山間地域から地方中小都市への里下り）

①人の空洞化→「過疎」 造語でそれぞれの
②土地（利用）の空洞化→「中山間地域」 時期に問題提起さ
③ムラの空洞化→「限界集落」 れる

※基層にある「誇りの空洞化」
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２．「地域づくり」とは何か

（１）その概念
■ワーディングに見る地域振興
「地域づくり」：全期間を通じて出現
「地域活性化」：80-90年代前半に
「地域再生」：00年代前半に
※「地域づくり」に一般性

＝広義の「ふるさとづくり」
・「活性化」＝バブル期
・「再生」＝一層の困難期

■「地域づくり」の含意－「活性化」との対比で

①内発性
②総合性・多様性
③革新性
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（２）そのフレームワーク
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■三つの要素
①「暮らしのものさし」をつくる地域づくり

＝「主体」づくり（狭義「ふるさとづくり」）
（「誇りの空洞化」への対抗）
→「地元学」運動等（後述）

②「暮らしの仕組み」をつくる地域づくり
＝「場」づくり
→新しいコミュニティの創造
（「小さな拠点」→国土交通省・ガイドブック）

③「カネとその循環」をつくる地域づくり
＝「条件」づくり
→新しい地域産業構造の構築
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３．二つの論点
（１）「暮らしのものさし」づくりをどう進めるか
①「地元学」＝地域づくりワークショップ
・吉本哲郎氏（九州・水俣）／結城登美雄氏（東北）
「金以外の、居住環境、文化、コミュニティ、自然風土、生き方と哲学の存在と魅
力をもっと子ども達に伝えよ。自分たちが拠りどころとしてきた、それらの価値を
もっと掘り下げ再評価し、次の世代のための仕事の場と生きる場所を準備してい

きたい」（結城登美雄『地元学からの出発』農文協）。

②都市農村交流の意義
・「交流の鏡効果」（地域づくりの「交流循環」の一面）
来訪者の素朴な言葉→（鏡）→地域住民の「気づき」
「ほんとうに美しく、のどかな風景ですね」
「おばあちゃん、この料理はおいしいね」

（特に子どもはピカピカの「鏡」）
※両者を政策体系の中で安定的に位置づけることが必要
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（２）若者の農山村への「合流現象」をどう評価するか
■都市の若者の農村参入の傾向
・東日本大震災以前からの動き
・「地域おこし協力隊」の活発な活動はその一端
617人－207自治体（2012年度）

・３のタイプの動機
①自分探し派 ②仕事探し派 ③地域貢献派

※この動向は持続的か。そして、定住の長期化は可能か。
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